
―
災
害
対
策
に
つ
い
て
―

問

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
の
経

験
か
ら
も
、
水
防
法
の
改
定
で

国
が
示
し
た
想
定
最
大
規
模
・

千
年
に
一
度
の
洪
水
浸
水
想
定

に
も
と
づ
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
災
害
対
策
予
算
を
増
や
し
、

地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
世

帯
配
布
と
、
極
め
て
少
な
い
危

機
管
理
室
職
員
体
制
の
充
実
を

図
る
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

危
機
管
理
監

指
摘
ど
お
り
浸

水
想
定
区
域
地
図
を
も
と
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
避

難
体
制
の
充
実
、
強
化
に
向
け

予
算
上
程
し
た
。
地
域
版
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
も
予

算
上
程
し
て
い
る
。

―
国
保
の
統
一
化
と

市
民
負
担
軽
減
に
つ
い
て
―

問

国
保
の
府
統
一
化
は
、
国

保
料
の
大
幅
値
上
げ
や
減
免
制

度
の
変
更
な
ど
、
制
度
自
体
に

問
題
が
あ
る
。
国
は
市
の
裁
量

権
を
認
め
て
い
る
中
、
市
の
独

自
減
免
な
ど
の
果
た
し
て
き
た

役
割
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

ま
た
今
後
の
負
担
軽
減
の
具
体

策
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

本
市
独
自
の

減
免
は
、
保
険
料
や
医
療
費
の

負
担
軽
減
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
収
納
率
改
善
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
か
し

府
は
裁
量
権
を
認
め
ず
、
今
後

は
段
階
的
に
減
免
額
を
減
少
さ

せ
る
措
置
を
実
施
す
る
。

―
学
校
施
設
危
険
箇
所
解
消

に
つ
い
て
―

問

我
が
党
が
行
っ
た
市
立
学

校
七
十
七
校
の
施
設
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
危
険
箇
所
に

対
し
て
予
算
計
上
さ
れ
て
お
ら

ず
、
六
月
補
正
に
で
も
予
算
化

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

教
育
総
務
部
長

建
築
基
準
法

に
基
づ
き
優
先
順
位
を
つ
け
改

修
す
る
。

―
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

事
業
に
つ
い
て
―

問

三
月
で
廃
止
す
る
と
あ
る

が
、
機
械
警
備
で
子
ど
も
の
安

全
が
守
れ
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長

愛
ガ
ー
ド
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
に

よ
る
協
力
体
制
の
も
と
見
守
る
。

―
友
井
保
育
所
な
ど

募
集
停
止
計
画
に
つ
い
て
―

問

「
四
月
か
ら
、
職
場
復
帰

が
決
ま
っ
て
い
る
の
に
落
ち
た
。

子
ど
も
が
も
う
一
人
欲
し
く
て

も
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
市

民
か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今

年
、
保
育
所
を
落
ち
た
児
童

は
八
百
二
十
五
人
。
友
井
保

育
所
の
あ
る
Ｇ
地
域
は
０
歳

児
で
は
二
十
九
人
が
保
育
所

に
入
れ
な
か
っ
た
。
保
育
料

無
償
化
な
ど
で
来
年
以
降
保

育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
も
、
友
井
保
育
所
を
は
じ

め
公
立
保
育
所
の
募
集
停
止

を
中
止
し
、
維
持
せ
よ
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

公

立
四
園
の
０
歳
児
の
募
集
停

止
時
期
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

月
に
作
成
さ
れ
た
中
長
期
財
政

収
支
見
込
み
で
も
単
年
度
収
支

は
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
平
成

三
十
九
年
度
ま
で
全
て
の
年
で

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
九
年
間
合

計
で
マ
イ
ナ
ス
百
三
十
五
億
円
、

財
政
調
整
基
金
残
高
見
込
み
が

百
五
十
二
億
円
で
あ
る
。
平
成

三
十
九
年
度
に
は
財
政
調
整
基

金
は
、
ほ
ぼ
枯
渇
す
る
試
算
が

な
さ
れ
て
い
る
。
次
の
世
代
に

ツ
ケ
を
残
さ
な
い
道
筋
を
今
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
市
債
減
少
に
向
け
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
答
え
よ
。

財
務
部
長

過
去
、
現
役
世
代

の
資
産
で
あ
る
特
定
目
的
基
金

を
活
用
す
る
こ
と
で
新
た
な
市

債
の
発
行
抑
制
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
後
年
度
に

過
剰
な
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
市

債
の
総
量
抑
制
の
考
え
を
保
ち

な
が
ら
適
正
な
公
債
管
理
に
努

め
て
い
く
。

―
児
童
虐
待
に
つ
い
て
―

問

深
刻
な
児
童
虐
待
事
件
が

後
を
絶
た
ず
、
全
国
の
児
童
相

談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
に
関

す
る
相
談
対
応
件
数
も
増
加
を

続
け
て
お
り
、
依
然
と
し
て
社

会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
児
童

虐
待
の
発
生
防
止
策
と
発
生
時

の
対
応
を
答
え
よ
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

予
防

対
策
は
、
市
政
だ
よ
り
に
虐
待

の
相
談
・
通
告
先
や
イ
ベ
ン
ト

の
掲
載
、
布
施
・
小
阪
・
瓢
箪

山
駅
頭
で
の
街
頭
宣
伝
、
子
育

て
講
演
会
等
を
し
て
い
る
。
発

生
時
の
対
応
方
法
は
、
四
十
八

時
間
以
内
に
す
み
や
か
に
児
童

の
安
全
確
認
を
行
い
、
重
症
度

や
緊
急
性
が
高
い
場
合
は
児
童

相
談
所
と
連
携
し
対
応
し
て
い

る
。

―
宝
持
西
住
宅
跡
地
の

暫
定
利
用
に
つ
い
て
―

問

最
近
、子
ど
も
達
が
思
い
切

り
遊
べ
る
場
所
、
球
技
を
練
習

す
る
場
所
等
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
中
、平
成
二
十
九
年
の
都
市

公
園
法
改
正
に
よ
り
公
園
の
活

性
化
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置

が
新
た
に
制
度
化
さ
れ
、地
域
住

民
の
創
意
工
夫
と
合
意
に
よ
り

都
市
公
園
を
有
効
活
用
し
よ
う

と
国
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
宝
持
西
住
宅
跡

地
を
暫
定
活
用
す
る
方
策
と
し

て
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
意
思

を
反
映
さ
せ
て
利
用
で
き
る
都

市
公
園
と
す
る
こ
と
は
如
何
か
。

建
設
局
長

宝
持
西
住
宅
跡
地

は
財
源
確
保
に
向
け
た
活
用
を

基
本
と
し
て
い
る
が
、
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
活
用
の
可
能
性
を

市
全
体
で
検
討
し
て
い
く
。

―
小
学
校
空
調
設
備
整
備
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
―

問

教
育
委
員
会
は
、
昨
年
の

十
二
月
定
例
会
に
て
小
学
校
空

調
設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前
倒
し
な

ど
が
可
能
か
ど
う
か
事
業
者
と

協
議
、調
整
す
る
。」と
答
弁
さ
れ

た
。
現
時
点
で
当
初
公
表
さ
れ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
着
々
と

進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
す
な

わ
ち
公
表
時
点
か
ら
前
倒
し
が

進
ん
で
い
な
い
と
も

と
れ
る
。
具
体
的
に

ど
う
協
議
し
た
の
か

答
え
よ
。

教
育
総
務
部
長

工

事
の
着
手
時
期
や
市

の
検
査
期
間
等
を
勘

案
し
た
上
で
、
確
実

な
使
用
開
始
時
期
を

事
業
者
と
調
整
し

た
。
そ
の
結
果
、
モ

デ
ル
校
以
外
の
四
十

九
校
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
九
年
八
月
二

十
六
日
か
ら
使
用
可

能
予
定
で
あ
る
。

―
平
成
三
十
一
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
―

問

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

う
社
会
保
障
費
の
増
加
と
、
労

働
力
不
足
に
伴
う
市
税
収
入
の

減
少
に
よ
り
、
自
主
財
源
の
確

保
は
更
な
る
困
難
が
予
測
さ
れ

る
。
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
が
、
平
成
三
十
一
年
度
予
算

編
成
方
針
で
掲
げ
ら
れ
た
「
健

全
か
つ
安
定
的
な
財
政
運
営
」

と
「
東
大
阪
・
活
力
と
魅
力
の

創
造
」
の
推
進
の
両
立
と
い
う

目
標
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
ど

の
よ
う
な
部
分
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。

財
務
部
長

子
育
て
支
援
施
策

や
教
育
現
場
に
お
け
る
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
充
実
、
将
来
に
向
け

た
業
務
改
革
や
事
務
の
効
率
化

等
に
も
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、

既
存
事
業
の
見
直
し
な
ど
の
行

財
政
改
革
に
よ
る
財
源
確
保
に

努
め
「
健
全
か
つ
安
定
的
な
財

政
運
営
」
と
「
東
大
阪
・
活
力

と
魅
力
の
創
造
」
の
推
進
の
両

立
を
図
っ
た
も
の
。

―
国
土
強
靭
化
基
本
計
画

に
つ
い
て
―

問

国
が
示
す
国
土
強
靭
化
基

本
方
針
で
は
政
府
全
体
の
業
務

継
続
計
画
を
踏
ま
え
た
対
策
の

推
進
な
ど
、
行
政
機
能
、
警
察
、

消
防
等
防
災
教
育
分
野
や
、
そ

の
他
住
宅
、
都
市
分
野
、
保
健

医
療
、
福
祉
分
野
、
環
境
分
野

等
多
種
多
様
で
あ
る
。
国
土
強

靭
化
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
本

市
の
計
画
作
成
へ
向
け
た
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

危
機
管
理
監

平
成
三
十
二
年

度
（
二
〇
二
〇
年
度
）
完
成
を

目
指
し
、
平
成
三
十
一
年
度
よ

り
着
手
す
る
。
ま
た
、
本
計
画

は
全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し
て

検
討
を
行
い
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

に
係
る
指
針
と
し
て
、
地
域
防

災
計
画
を
は
じ
め
、
本
市
の
他

の
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て
位

置
す
る
も
の
で
あ
る
。

―
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
―

問

平
成
二
十
四
年
に
亀
岡
市

で
登
校
中
の
児
童
の
列
に
車
が

突
っ
込
む
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
も
児

童
等
を
巻
き
込
む
事
故
が
相
次

ぎ
、
子
供
た
ち
の
安
全
、
安
心

の
取
り
組
み
は
各
自
治
体
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
亀

岡
市
で
は
亀
岡
市
通
学
路
交
通

安
全
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長

平
成
二
十
六

年
度
か
ら
二
十
七
年
度
に
、
す

べ
て
の
小
学
校
校
区
に
市
独
自

の
啓
発
シ
ー
ト
、
通
学
路
強
調

シ
ー
ト
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、

毎
年
警
察
や
道
路
管
理
者
等
の

関
係
機
関
や
学
校
と
連
携
し
通

学
路
の
合
同
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。
日
常
の
対
策
と
し
て
は

愛
ガ
ー
ド
運
動
協
力
員
の
協
力

に
よ
り
登
下
校
時
の
見
守
り
、

見
回
り
、
交
通
安
全
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

―
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待

に
つ
い
て
―

問

本
市
で
も
二
〇
一
二
年
一

月
に
小
学
校
六
年
生
の
児
童
が

亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
が
あ
り
、
関
係
機
関
の
も
う

一
歩
、
も
う
半
歩
踏
み
込
ん
だ

支
援
が
教
訓
化
さ
れ
た
。
今
日

ま
で
、
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
と
思

う
が
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
虐

待
事
案
に
対
す
る
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
や
家
庭
児
童
相
談
室
、

教
育
委
員
会
等
の
連
携
は
ど
の

よ
う
に
強
化
さ
れ
た
の
か
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

児
童

虐
待
と
Ｄ
Ｖ
は
関
連
し
て
い
る

事
例
が
多
く
あ
る
為
、
関
係
部

局
が
連
絡
を
取
り
合
う
必
要
が

あ
り
、
互
い
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
情
報
共
有
や
支
援
等
を
行
っ

て
き
た
。
Ｄ
Ｖ
相
談
の
約
半
数

が
子
ど
も
の
い
る
世
帯
で
あ
る

為
、
今
後
も
よ
り
一
層
連
携
を

行
い
、
安
全
安
心
に
む
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

―
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
―

問

市
内
の
就
労
系
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
働
く
障
害

者
の
中
に
は
、
稼
働
能
力
を
高

め
た
方
た
ち
が
多
く
お
ら
れ
る

一
方
で
、
人
手
不
足
に
悩
む
中

小
企
業
の
障
害
者
雇
用
は
増
加

し
て
い
な
い
。
以
前
本
市
で
は
、

従
業
員
数
五
十
六
名
以
上
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
従
業
員
募
集

Ｊ
Ｒ
徳
庵
駅
東
側
の
様
子

―
市
長
の
三
期
十
二
年
間
の

総
括
に
つ
い
て
―

問

市
長
と
し
て
の
残
り
の
任

期
が
半
年
余
り
に
な
っ
た
が
、

平
成
十
九
年
十
月
二
十
八
日
か

ら
今
日
ま
で
、
三
期
目
で
十
二

年
近
く
も
の
間
、
市
民
と
の
約

束
で
あ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

現
に
む
け
て
邁
進
し
て
き
た
。

特
に
、
本
年
九
月
に
開
催
さ
れ

る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

二
〇
一
九
の
聖
地
花
園
で
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
自
ら
先
頭
に

立
っ
て
取
り
組
む
な
ど
、
人
口

五
〇
万
人
近
く
を
有
す
る
東
大

阪
市
の
市
長
と
し
て
重
責
を
担

っ
て
き
た
。
一
期
目
は
再
生
、

二
期
目
は
創
造
、
三
期
目
は
未

来
へ
新
た
な
挑
戦
と
位
置
づ
け

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

総
括
し
て
い
る
の
か
。

市
長

東
大
阪
市
の
再
生
・
創

造
に
向
け
、
財
政
規
律
を
正
し

な
が
ら
限
ら
れ
た
財
源
を
教
育

環
境
や
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
為
の

整
備
な
ど

に
重
点
的

に
配
分
し

て
き
た
。

ま
た
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ

ッ
プ
二
〇

一
九
の
誘

致
と
そ
れ

に
関
連
し

た
ま
ち
づ
く
り
や
、
市
民
会
館

の
建
て
替
え
な
ど
、
明
る
い
未

来
に
欠
か
せ
ぬ
投
資
も
実
行
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
夢
と
活

力
あ
ふ
れ
る
元
気
都
市
東
大
阪

の
実
現
に
近
づ
い
て
い
る
と
確

信
し
て
い
る
。

―
Ｊ
Ｒ
徳
庵
駅
東
側
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
事
業
に
つ
い
て
―

問

昨
年
の
三
月
の
本
会
議
で

も
本
事
業
に
つ
い
て
質
問
を
し

た
が
、
昨
年
の
答
弁
で
い
く
と
、

平
成
三
十
一
年
度
は
関
係
権
利

者
を
含
む
地
元
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

と
の
協
議
調
整
が
整
っ
た
の
で
、

用
地
取
得
及
び
物
件
補
償
の
交

渉
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
地

域
住
民
の
方
々
の
粘
り
強
い
設

置
運
動
や
、
超
党
派
で
の
設
置

運
動
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
実
現

に
向
け
て
動
き
出
し
て
お
り
、

多
く
の
方
々
が
こ
の
事
業
に
注

目
し
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
に

設
置
す
る
の
か
。

土
木
部
長

平
成
三
十
一
年
度

中
に
用
地
取
得
を
完
了
、
平
成

三
十
二
年
度
に
詳
細
設
計
を
実

施
し
、
平
成
三
十
三
年
度
に
工

事
着
手
、
平
成
三
十
四
年
度
末

の
完
成
を
目
指
す
。

友井保育所の０歳児、来年からの募集停止撤回を! 空調工事が始まった小学校教室

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

大
阪
維
新
の
会

日

本

共

産

党

代
表
質
問

個
人
質
問

塩
田

清
人

嶋
倉
久
美
子

個
人
質
問

上
原

賢
作

自

民

党

ク

ラ

ブ

代
表
質
問

鳥
居
善
太
郎

自
由
民
主
党
東
大
阪

代
表
質
問

右
近

徳
博

東

大

阪

創

生

会

代
表
質
問

鳴
戸

鉄
哉

活

力

・

魅

力

の

創

造

と

健

全

で

安

定

的

な

財

政

運

営

の

両

立

を

!

市

長

の

こ

れ

ま

で

の

成

果

を

問

う

"

徳
庵
駅
東
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
地
域
の
願
い
"

教
訓
を
活
か
し
た
虐
待
の
防
止
を
"

障
害
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
求
め
る
"

市
民
の
い
の
ち
守
る
防
災
・
学
校
安
全
対
策
を
"

公

立

保

育

所

存

続

で

希

望

す

る

児

童

全

員

入

所

を

（４）第２０１号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和元年５月１５日（５）


